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中島邦雄＊ キク科の新外来品タワダギク（新称）
Kunio NAKAJIMA : A new introduced shrub, Pluchea odorata (LINN.) 
CASS. in Okinawa. 
最近，沖縄では終戦直後からこの方， 帰化植物の存在が注意されていながらも未検定の
ものが次第に判明されてきた。とqc報告する Pluchea （ヒイラギギク）属の一種は筆者
が1966年 5月下旬， 嘉手納空軍飛行場近辺で帰化植物採集の際， 嘉手納村字兼久， 1 号線
路傍の斜地から得た。その後ヤナギノイモクマオ Boeht脚ria densiflora HAYATA， エダウ
チヤガラ Euloρhia ramosa HAYATA， ユウゲショウ Oenothera rosea AIT ，ノレビーガヤ
Rhyru:helytru1咋repens C. E. HUBB.， タチクサネム Des,伽nthus virgatus WILLD.， ハ
イクサネム Desmanthus ilinoensis (MrcHs.) MAcM.，エダウチクサネム Aeschynomene
americana LINN.，タチアワユキセンダングサ Bidens Pilosa L. var. radiata form. rad­




い精検するととができた。文献により英名 Fragrant Pluchea とか Shrubby Fleabane 
と呼ばれ米 Florida から Jamaica ( type locality）および南米北部にまたがり分布し，
Hawaii の Oahu 島に帰化の報告（1 932年）のある Pluchea odorata (LINN.) CAss. 
であるととを知った。種名の示す如く， 花は芳香を放つ。
今一つ，沖縄から知られているヒイラギギク Pluchea indica LESS. O中縄本島那覇市，
読谷村くヨミタンソン〉および恩納村くオンナソン＞IC帰化している）に比較して， 茎は
太く，葉は長梼円形， 花はより大きい。次に Plu. odorata の特徴を記載しておきたい。
多年生漆木，高さ0.7～2.3 米。若校は自綿毛を密布し古くなると脱落， 木質となりよ
く分岐する。棄は長楕円形か皮針形，縁に低鋸歯が散在無毛， 上面有毛， 下函帯白色， 白
綿毛密布， 鋭頭か鋭尖頭， 長さ 6～13cm， 幅 2 ～ 5 cm， 狭腿， 柄長さ 1 ～ 2 cm。頭状
花多数， 卵白色か淡桃色， 花柄白綿毛密布し数回分岐， 小花柄多数分岐， 通常大きな鰍
房花序をなしその径が15cmにもなる。総萄， 長さ 4～ 6mm，卵形か皮針形， 果実 l己織状
軟毛がある。花托， 直径 3mm。 雌芯のみある小筒花は非常に多く， 長さ約 5 mm, 3鋸
歯。両性小筒花には雄性が約15， 長さ約 7mm, 5 鋸歯。痩果， 長さ約 1mm，時色。冠毛
長さ約 5 mm， 帯白桃色。花期 4-5 (-7 ）月。 生育期に若枝を掃すと よく活着する。
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なお， 速からず自生地が開拓される恐れがあるので，数本を明治山植物園および北部農
林高等学校国原植物園に移摘しておいた。
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